


    
    


    




        スポーツ系の部活が盛んな　私立男子高校二年の中邨は

今日も熱心に　空手部での稽古をしていた。

そして、稽古が終り　帰り支度をしている時

先輩から　ある依頼を受けた。



「中邨、お前　今度の土曜日　暇か？」

「押忍(オス)、暇です。」



「だと、思ったよ。でだ、バイトの代打を頼めないか？」

「バイトですか？」



「ああ、本来なら俺がバイトに出るんだけど、ちょっとヤボ用があってな。」

「どんな仕事ですか？」



「今度の土曜に、街で祭りがあるだろう。その露店、焼ソバ屋だ。」

「はあ、でも　やったこと無いですし、なんかガラが悪そうですね。」



「大丈夫だ。　お前なら　違和感無く溶け込める。」

「そうすか？」



「結構、時給も良いし、行き交う浴衣姿の女を眺めながら　焼ソバを焼くなんて

　青春の良い思い出になると思うんだがな。」

「ほうほう」



「俺も去年やったんだが、良かったぞ～。」

「そうですか、じゃ俺　引き受けます。」



「よし、健闘を祈る。頑張れよ。」

「押忍。」



そういう訳で　露店の焼ソバ屋を手伝うことになった中邨だが

バイトの経験も無く　祭りにも　ほとんど行った事がなかったので

少々不安だった。



一つ楽しみだったのは、先輩から言われた

「カッコ良いところを見せれば、逆ナンパされるかも」という事だった。

男子校に通う中邨にとって、これは滅多に無いチャンスだった。



中邨は、心に誓った。

「よし、絶対　逆ナンパされて　彼女を作るぞ。」



あっさりと　先輩の口車に乗った　単純な少年　中邨であった。

祭り当日　中邨は　先輩から指示された露店にやって来た。

そこには、２０歳位に見える女性が一人　慌ただしく　準備をしていた。



「あ、あの。中邨と言います。先輩からの紹介で、今日　バイトに‥‥」

「あー、アンタが中邨君ね。アタシ、香織　ヨロシク。」



「実は　こういう仕事　やった事が無いんで　色々教えて‥‥」

「そんな暇は無いね。アタシが指示するから　指示通り動いてくれれば良いよ。」



手際良く準備を進めながら説明する香織を見て　

中邨は　チャキチャキした娘だなあと思った。

そして、香織は今日の仕事の話を続けた。



「露店はね、明日必ず店を出せるとは限らないんだ。

　だから、今日一日、死に物狂いで稼ぐよ。ぼやっとしてたら張り倒すからね。」

「わ、判りました。香織さん。」



「アンタね、そんな呼び方　止してくれよ。」

「え、まずかったですか？」



「さっき、言っただろ。死に物狂いだって。気合入んないよ、そんな呼び方。」

「じゃ、どう呼べば‥‥」



「オネエって呼びな。アタシはアンタの事　ムラって呼ぶよ。」

「お、押忍！」



「良い返事だね～。やっぱ、そうでないと。それと、敬語は要らないよ。

とにかく大きな声と元気を忘れるんじゃないよ、ムラ。」

「押忍！」



 現実は　中邨が想像していた甘～いバイトとは　まったく違っていた。

 行き交う浴衣姿の女性を見る暇など無く、絶えず動くか声を出していた。

　 少し息を付こうものなら　オネエから　すぐさまゲキが飛ぶ。



 「ムラ！キャベツ足んないよ！」

　 「押忍！オネエ！」



初めは　ぎこちなかった中邨だったが　せっかちな性格が幸いして

結構　手際良く仕事を回せるようになってきた。



「オネエ！キャベツと肉　上がったよ(切れたよ)。」

「あいよ！」



手際良くソバを焼く　綺麗なチャキチャキ娘と

威勢が良くテキパキ動くボーヤのコンビで　焼ソバ屋は繁盛していた。



「おい、いつまで待たせるんだ。まだかよ。」

「申し訳ねえ、もうすぐです。肉、多めにサービスしますんで‥‥」



中邨は　客からのクレームに対しても　無難に対応出来るようになっていた。

しばらくして　客足が途絶えた時、ほんの少しの休憩だった。



「オネエ、繁盛してるね。」

「そうだね、今の内に休んでなよ。また波が来るからね。」



そう言うと、香織は缶ビールを開けて　ググっと飲んで、

その後直ぐに　中邨にも缶ビールを勧めてきた。



「今夜は祭りだ、ムラも飲むかい？」

「モチよ、オネエ。」



中邨はハンドタオルで缶を覆い、さりげなくビールを飲んだ。



「オネエ　いつも、こんなに繁盛するのかい？」

「いーや、今日は特別だよ。ムラのおかげかな？」



「な、なんだよ　オネエ、ガラにもない。」

「あはは、少し酔ったかな？」



ソバを焼く鉄板の熱とビールのせいで　香織の頬は赤くなっていた。

それが中邨には　妙に色っぽく見えた。



「ところで、オネエって何歳？」

「セブンティーン。」



「また、そんなデタラメを‥‥」

「本当だって、失礼だね。」



「もし、本当なら　俺と同級生じゃんか。」

「そう、同い年になるね。」



「高校は？」

「去年　辞めたんだ。それから、この仕事やってるよ。」



「そうだったのか‥‥」

「さあ、いつまでも休んでないで　働くよ！」

「押忍！オネエ！」



少しの時間だったが　中邨は　異性と二人で過ごした実感がした。

中邨にとって　初めての時間であった。

それから　中邨は　ビールのほろ酔いと香織の存在　そして仕事に慣れた事もあって　

テンションが高くなっていた。



「浴衣が綺麗なお姉さんたち、焼ソバ　二人前お待ち！」

「あはは、綺麗なのは　浴衣だけかい、ムラ！」



「おっと、失礼。綺麗な浴衣が良く似合う美人のお二人さんでした。」

「ありがとう。良いお店ね。」



「ムラ、焼ソバ屋が　段々　板に付いてきたじゃん。キャベツ切るのも早くなったし。」

「サンキュー、オネエ！　ってて‥‥」



「ムラ、どうしたんだい？」

「痛てて、キャベツで指を切った‥‥」



「バカかい！キャベツで指が切れるかっての。」

「あ、キャベツを切ってて、包丁で指を‥‥」



「そんな事　説明しなくても判るよ。見せてみな。」

「うん。」



「なんだ、ぜんぜん大した事ないじゃん。ばんそうテープ貼ったげるよ。」

「あ、サンキュー、オネエ。」



浅く切れた中邨の指を香織が握り　二人の肩は触れ合った。

そして、互いに視線を合わす事は無かったが、中邨には香織の手の温もりを感じた。



「さ、ムラ。これで大丈夫。仕事仕事。」

「押忍！オネエ！」



夜９時半頃、用意していたソバが　ほとんど無くなり、もうすぐ完売になる。

客足も徐々に減って行き、多忙な時間は過ぎたようだった。

二人は　会話も少なく　店の前を通る人々を眺めていた。

家族連れ、若いカップル、男子だけのグループや女子だけのグループ

いろんな人たちが通り過ぎて行く。



「ムラ、皆、楽しそうだね。」

「そうだな、オネエ。‥‥お、俺も　今夜は楽しいぜ。」



「そうかい？　そう言ってくれると　安心するよ。」

「オネエ、あのさ‥‥」



「なんだい、ムラ。」

「‥‥」



中邨は気付いた。間違い無く　自分は香織を好きになったという事を。

しかし、どう伝えて良いか判らない中邨には言葉が見つからなかった。



「俺も　ソバ焼いても良いかな？」

「いいよ。火傷しないでね。」



そして、中邨が焼いているソバを除いて　全ての焼ソバが売れた。

中邨が焼いたソバを包み終えた頃、香織が言った。



「ムラ、そのムラ焼ソバが売れたら完売だよ。」

「オネエ、この焼ソバ　売らずに　店じまい出来ないかな？」



「えっ、どうする気？そのソバ。」

「これは　オネエ‥‥」



この時　一人の男が店の前に現れた。



「ほう、今夜は随分早く売れたんだな。」

「あ、お帰り、早かったね。」



「？？？？？」

「あ、ムラ紹介するよ、アタシのダーリン。」

「だ、だ、だっ‥‥？」



「ほう、今夜のバイトは良く働きそうだな。」

「うん、ムラって言うんだけど、すごく助かったよ。

それと、この最後のソバ　ムラが焼いてくれたんだ。二人で食べようよ。」

「よし、今夜は、もう店じまいだ。ムラ君、今夜のバイト料だ。」



男は、そう言うとバイト料と缶ビール１本を中邨に渡した。



「あ、ありがとうございました。」

中邨は　報酬を受け取ると　二人に視線を合わせる事無く足早に店を去った。

そして、中邨は一人、川に掛る橋に肘を付き　

香織が貼った　ばんそうテープの指でビールを開けた。



「あのソバ、オネエと二人で食べようと思ってたんだけど‥‥」



遠く夜空には　花火が上がっている。

中邨の恋も　花火のように　一夜の幻に終わった。



「働いた後のビールって、しょっぱい味がするんだな。」
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